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 2005年(平成17年)3月20日10時53分頃、福岡県西方沖の玄界灘においてMjma7.0(暫定値)が発生した。この地

震により、福岡県の中央区、東区、前原市、佐賀県のみやき町で震度6弱を観測するなど、各地で非常に強い揺れを

観測した。我々は各地で緊急地震観測を実施した（詳細は、「福岡県西方沖地震・緊急観測の概要及び地震活動」発表

者：清水 洋 を参照）ので、本講演では精密余震活動について報告する。 

 臨時観測点のデータの読み取り値も入れ、DD法を用い、より精密な震源分布を求めた。九州大学地震火山観測研究

センターのルーチン処理の結果、震央に関しては差がほとんど見られなかったが、深さ分布では明瞭な差が見られた。

ルーチンの結果では、地震は2km～20kmの範囲に分布しているが、DD法の結果では、3km～17kmになった。本震は余

震活動が活発に発生している場所に位置している。これは、本震の破壊開始点と応力を解放した場所が異なっている

ことを示唆している。 

 本震の破壊域は、主に3つのクラスタに分かれている。北端は北西－南東方向の走向を持ち5km程度の長さのクラ

スタである。メカニズムは、ほぼ東西にP軸を持つ地震がほとんどで、横ずれ型の地震が卓越するが、中には純粋な

逆断層型の地震も存在する。中央部は、本震（の破壊開始点）が含まれるクラスタである。震央分布は西北西－東南

東の走向を持ち、10km程度の長さを持つ。3/31以前のM4以上の地震のほとんどはこのクラスタで発生している。こ

のクラスタの中央部のメカニズムは余震分布と調和的であるが、北端部と南端部では、メカニズムの節面が余震分布

の走向と45度異なっており単純ではない。南のクラスタは、中央部のクラスタと同じ西北西－東南東の走向を持ち、

長さも10km 程度である。しかし、北部・中央部のクラスタに比べると震源分布のまとまりに欠く。また、3/31 以前

はM4クラスの地震が中央部のクラスタにしか発生していなかったが、4/1以降、このクラスタでもM4クラスの地震

の発生がみられるようになった。 

 本震の破壊域の他に、海の中道直下と九州大学箱崎キャンパス直下付近に地震のクラスタが存在する。最大で M3

クラスの地震が発生しており、今回の玄界灘地震の発生による応力場の変化が原因であると考えられる。メカニズム

解は本震とほぼ同じ解をもつことが分かった。 

 講演の場では、海底地震計のデータも含めたデータセットを用い、より詳細な結果を示す予定である。 
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